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　１２月１日、JFAの犬飼基昭会長が来県し、２０１８、２０２２年の
FIFA ワールドカップ招致に向けて、上田清司県知事と対談した。
犬飼会長から協力を求められた上田知事はこれを承諾し、埼玉
スタジアム２○○２を開催地として立候補すると表明した。すで
にJFAとしては招致委員会を立ち上げており、２度目の開催に
向けて全力を尽くす体制ができた。１２月１４日に正式立候補申請
をおこなった。SFAとしても、しっかりとサポートしていきたい。

写真左から、 長沼　威・埼玉県議会サッカー議員連盟幹事長、
 野本陽一・埼玉県議会サッカー議員連盟会長、
 上田清司・埼玉県知事、犬飼基昭・JFA会長、
 横山謙三・SFA専務理事、峯岸光夫・埼玉県議会副議長

　前号で紹介した「インターンシップ制度」を利用した大学生の
指導者派遣が始まった。記念すべき初日は１１月１７日、久喜市
立久喜中学校で行われ、４人の学生が新人戦前の選手たちと共
に汗を流した。この久喜中では、４月からシニアの外部指導者
として坂村岱氏も指導しており、更なる相乗効果が期待される。
また、戸田市立喜沢中学校など７校で指導が始まった。なお指
導者は、プーマからトレーニングウェアとシューズを提供されて
いる。SFAとしてはプーマに感謝し、より多くの指導現場で彼
らが活躍してくれるようサポートしていきたい。選手たちの成長
が待ち遠しい。

インターンシップ制度、中学校へ

２０１８/２０２２FIFAワールドカップへGO！

なでしこリーグＷ優勝！
での劇的な優勝だった。勝者が優勝という最高の舞台、そこで前
節まで首位に立っていた伊賀 FC（アウェイ）に１−０で勝利し、
逆転優勝を果たした。これにより、来年度のなでしこリーグ（１
部のみ）への昇格が決まった。
　この結果、来年度においては、両チームの同一リーグでの対戦
が実現することとなった。埼玉の女子サッカー熱をさらに上げる
ためにも、両チームのますますの活躍を期待したい。

　プレナスなでしこリーグ２００９ディビジョン１部において、浦
和レッズレディースが初優勝を果たした。移管前のさいたまレイ
ナスＦＣとして２００４年に優勝したが、０５年以降の移管後では初
めての優勝。最終節を待たず、第１８節の高槻戦（アウェイ）を３−０
で下して決めた。結果的には２位ベレーザを勝ち点で１１も引き離
しての優勝となった。
　同ディビジョン２部を戦う ASエルフェン狭山 FCは、最終節

c 浦和 レッズ c ASエルフェン狭山 FC

ダ ブル
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　今年度より名称を従来の「規律・フェアプレー委員会」からフェ
アプレーを前面に出そうと「フェアプレー・規律委員会」と変更に
なった。同時に、専門委員会の筆頭委員会となり、SFAの中でも
フェアプレーの重要性が高まっている。そんな中、昨年のナビス
コカップ決勝の表彰式でのこと、川崎フロンターレの選手の行動
が問題視された。このことを受けて、「フェアプレー・規律委員会」
としての考えを検証することにした。

「指導者の問題」（濱名氏）

濱名：戦術が変わってきているのと同様、
「勝てばいい」からサッカーは変わってき
ています。実際、FIFAでも「もっとサッ
カーを支持されたい」と、もっと得点が入
るようにオフサイドのルールを変えたり、
スター選手の言動にも厳しく対応してい
ます。要は、サッカーという競技が人に
認められるためにも、より魅力的になら
ないといけないということですね。
　そういう意味でも、この問題は世間にイ
ンパクトを与えたと思います。０６年のワ
ールドカップで上川さんが３位決定戦の主審を担当したことで審判
への見方が変わりましたが、そのくらい大きなことだと思います。
クローズアップされたことはいいことだと思いますね。
柴崎：具体例としてはわかりやすいと思いますね。
高橋：メダルを外すなどのこういう話は、県内、特に社会人でも
よく見られる行為です。
井口：ただ、プロとしては勝つことが大事。子供たちにいいプレー、
お手本になるプレーを見せなければなりませんが、勝たないと評
価されませんから難しいところですね。
　あと気になるのが、監督の審判への抗議です。すごいですよね。
審判のレベルがまだまだということもあるのかもしれませんが、
それにしても見苦しい。アマチュアの皆さんにも与える影響が大
きく「あのくらい（の抗議）はいいか」と思ってしまう。
　結局、この件での処分は無かったんですよね。
濱名：問題視されたということです。
柴崎：心の問題ですから。スポーツマンとして、恥ずかしい行為
をしたということです。
濱名：ある意味、処分されたようなものですよ。チームとしての
評価を下げたのですから。
柴崎：フロンターレの中で「メダルを誇りにしよう」という選手が
いなかったことが寂しいですね。そういう選手がいて、まとめる
とチームは強くなると思います。例えば、市立浦和の評判はいい。
彼らは、勝っても負けても爽やかだからです。
高橋：精一杯やったら、恥じることはないですからね。そう考え
ると、フロンターレの１０カ条というのは、
今さらと思えるんですよ。
井口：実際は、そんなものじゃないですか。
平気でアフターで相手を蹴ったりしてい
るわけです。プロと言っても、精神的に
レベルが高くない。
柴崎：それが「文化」としての力だと思い
ます。小さな頃から指導者が、心を大事
にしていかないといけないということだ
と思いますね。
濱名：要は指導者の問題。JFA が資格制

度を作ったのは、いい指導をしてほしいからなのですが、その前
提としては、心を大事にすることを求めています。まずは、日本
のサッカーをよくするにはどうすればいいのかを考えないといけ
ませんね。
　そして問題は、いかに強くなっていくかです。埼玉が、日本が、
我々を含めて、このように書いてあるように接していくことがで
きればいいのです。読めば当たり前ですが、負けてしまうと、気
持ちがつい出てしまうのでしょう。
柴崎：体育の授業でも勝ち負けにはこだわりますからね。ただ、
みんなで一生懸命やったことが最善の喜びであり、それがフェア
プレーに繋がると思います。
濱名：そう。そこに感動するから、高校サッカーは見てもらえる
んだよね。だから、高校野球でこんなことをしたら、ファンは離
れてしまうよね。
柴崎：そういうことを考えると、いい事例だと思いますね。フェ
アプレーをすることが、どうして価値があるのかを提示したので
すから。
濱名：本当にサッカーを素晴らしいものにしたいのであれば、み
んなが協力しないといけませんね。
高橋：そこで選手です。もちろん指導する監督、コーチも重要で
すが、ゴルフの石川燎、早稲田の斉藤祐樹など見ていても、イン
タビューの受け答えが上手です。サッカーはただ「応援よろしく
お願いします」だけ。サッカーは JFAアカデミー福島で言語能力
の指導もしていますが、見習う必要性があると思います。

「情けない」（柏氏）

柏：フロンターレも、永嗣（川島）がいて、
中村（憲剛）がいて、代表の中心がいます。
もう今年はワールドカップがある中、彼
らは日本の中でも第一線で戦っている訳
です。そういう選手が２人もいて、恥ず
かしいですね。永嗣だって周りに「しっか
りやれ」って言えばいいのだから。それが
できていないのであれば、情けないです。
このままだと、日本代表の結果は０６年の
繰り返しになると思いますね。
柴崎：恩師の言葉なだけに重いね（苦笑）。
柏：例えば、中学生にはできないことがあります。だから、指導
者が教えていかなければならないのです。
濱名：そういう経験が少ないからじゃないですか？　もっと怒ら
れていれば違うかもしれないけれど、そういうことも積み重ねで
すからね。
柴崎：Ｊリーグの中だけでなく、３種、４種にも働きかけてほし
いものです。
柏：そういえば、今回の全中（全日本中学校大会）では、試合前と
後で、選手たちだけでなく、指導者も握手をしてほしいという話
になりました。
濱名：いいことですね。私も現役のレフェリーのとき、マッチミ
ーティングで両監督に「握手を」とお願いしましたが、なかなかや
ってもらえませんでした。
高橋：何年か前、技術委員会と審判委員会で話をしたとき、そん
なキャンペーンをしようと話をしましたよね。
柏：ならば、フェアプレー・規律委員会から提案しましょう。
高橋：そういえば、横山さんが JFA に対して、フェアプレーに関
してですが「埼玉独自のルールを作れないか」と打診したことがあ

５０号記念 フェアプレー・規律委員会 ◆ 座談会

「川崎フロンターレに学ぶ、フェアプレーとは」
出席者：柴崎康之委員長、井口正夫委員、髙橋明委員、濱名哲也委員、柏悦郎委員

濱名哲也委員

井口正夫委員

柏 悦郎委員
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ります。JFAは「大いにやってくれ」と言っているんですよ。
濱名：ベンチからは、いろいろ言いたくなるんですよね。
柴崎：見苦しいですよね。
濱名：柴崎さんもあるよね。見苦しいよ（笑）。
柏：でかいからね（笑）
全員：（爆笑）

「そのためには審判の技術向上も」（柴崎）

柴崎：こういうことも、各種別に「フェ
アプレー・規律委員会」があるのですから、
それぞれで話し合ってほしいですね。
高橋：それにはやはりキャンペーンでし
ょう。
柏：１０月２０日の「フェアプレー・規律担
当者研修会」は、評判がよかったじゃな
いですか。
濱名：指導者に考えてほしいんですよ。
だって、彼らが指導した子供たちが、将
来的には指導者になるのですから。です
から、勝ち負けそのものが自分の生活にかかっているような指導
者では難しいかもしれませんね。まずはフェアプレーが大事なの
だと伝えられる指導者でなければ。それができないのであれば、
指導者を辞めてもらわなければならないと思います。
柴崎：そのためには審判の技術の向上も不可欠です。例えば、相
手を傷つけるようにプレーに対しては、もっと強調してもいいの
ではないですか。
井口：カテゴリーが低いほど、審判そのものを教えられない傾向
もあるでしょう。
柴崎：高校でも「これじゃあ、荒れるよね」という試合もあります。
濱名：そのためには、指導者が審判を育てていかなければ。例え
ば高体連で審判を作っていく雰囲気を作らないといけないと思い
ます。１００人、２００人部員がいる高校ならば、そこから審判が１０人、

２０人出てもおかしくないのですから。
柴崎：あれこれ文句を言われたら、やり
たくないですよね。でも、感謝されたら「や
ってみようかな」と思う選手も出てくる
でしょう。これもキャンペーンとしてや
っていきましょう。では、これと入場の際、
審判が出てきたら両監督は握手。試合が
終わった後にも握手ですね。
柏：あと大会運営者とも握手してほしい
ですね。試合の後でいいので。
柴崎：種別の委員長に集まっていただき、
同意を得ましょう。
濱名：最後は、みんなが輪になれればいいのです。
柏：もう一つ、このフロンターレの１０カ条は、中学生にもわかり
やすいですよね。繰り返して言っていけば、子供たちも受け入れ
てくれると思います。
柴崎：精一杯やることが選手たちの充実感となり、それが見てい
る人に感動を与えると思います。今後とも、フェアプレーの精神
を伝えていくよう、皆さんとともに努力していきたいと思います。
ありがとうございました。柴崎康之委員長

髙橋 明委員

川崎フロンターレが掲げた「フェアプレー精神１０カ条」
 １、 汚いプレー禁止
 ２、 報復行為禁止
 ３、 審判に従う
 ４、 反則を受けても相手と握手
 ５、 ユニフォームのすそをきちんと入れる
 ６、 交代されたらきびきび動く
 ７、 時間稼ぎの倒れ込みをしない
 ８、 試合後に整列して感謝
 ９、 試合後に相手をたたえ、審判とも握手
 １０、 負けても悪びれない

（日刊スポーツ 09 年 11 月７日紙面より抜粋）

トキめき新潟国体報告 〜第６４回国民体育大会サッカー競技〜
少年男子、１回戦敗退。前年度優勝女子は地元・新潟に敗れる
●少年男子
１回戦 埼玉県　０−１　兵庫県
※ 優勝は神奈川県（２年連続）

自分たちのリズムを作れなかった（活動報告より抜粋）　
　二見　元（滑川総合高校）

　前半の立ち上がりは今までの中ではいいスタートを切ることができ
た。しかし、ＤＦラインが下がりすぎてボールにプレスをかけること
ができなかった。ビルドアップも自陣で時間をかけすぎて単純になっ
てしまい、相手の裏のスペースに仕掛けることができなかった。前半
の決定機に得点することができなかったことで自分たちのリズムを作
れなかった。失点時やゲームの流れが悪いときに適切なコーチングが
できなかったことも反省している。また、これまで全試合に出場して
きた３選手（菊池……Ｕ−１５日本代表選出、片……ケガ、野崎……体
調不良）が直前で出場できなくなり、チームマネジメントも課題が残
る形となった。

●女子
１回戦 埼玉県　４−０　福岡県
 得点者：保坂２、窪田、堂園

準々決勝 埼玉県　１−１　新潟県
　　　　　　　　　　　　（２PK４）
 得点者：若林

※ 優勝は岡山県
悔やまれるフィニッシュの精度、決定力不足（報告書より抜粋）　

村松　浩（浦和レッズレディース）

　初戦の福岡県はなでしこリーグ２部の福岡アンクラス中心のメンバ
ー。４５秒で先制ゴールを奪うことができ、ゲームの流れを一気に引き

寄せ、前半の１２分間で４得点を奪い、勝敗を決定づけることができた。
ただ、攻撃のポイントとなるプレーが少しずつ雑になり、精度を欠く
場面が見受けられたことにより、追加点を奪うことなくゲームを終了
した。
　翌日の新潟戦は先制されたこともあり、追う立場という状況に立た
されたが、焦って攻めることなく自分たちのサッカーをやり続け、６１
分に同点ゴールを決めると、その後延長を含め、押し気味に試合を
進めることができた。だが、フィニッシュの精度、決定力不足で追加
点を奪うまでには至らなかった。
　連覇を目指し挑んだ大会であり、選手個々のレベル、埼玉県のチー
ム力からしてもその可能性は十分あっただけに、ＰＫによる敗戦は残
念な結果となってしまった。

c ㈶埼玉県体育協会
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第４回運営会議開催
２種・３種リーグの提案

　１１月２１日、北浦和のカルタスホールにて、第４回目となる運営
会議が開催された。今回は大会整備に伴う、２種と３種のリーグ
戦開催に関しての提案がなされた。第１回目でも２種のリーグ戦
に関しては、横山専務理事の私案として出されたが、今回は「SFA
ミッション特別委員会」からの提案とされ、小林武・技術委員長が
プレゼンテーションを行った（以下要旨）。

− 例えば２種での理想型 −
●年間を通じて、「ホーム＆アウェイ」
・ 高校とクラブの両方が参加する
・ できるだけ、自分たちの学校（クラブ）のグラウンドを利用する
・ 同時にセカンドチームのリーグ戦も行う（トップチームと同じ

カードで）
・ １ブロック１０〜１６チーム（１８〜３０試合）、１０〜１６ブロックに

分かれて行う。１位チームが集まってトーナメントを戦う
・ 優勝チームが「高円宮杯」と「高校選手権」に出場……「高円宮杯」

については、後述
※ 「高校選手権」は高校チームの最上位が出場 → ３位決定戦など

順位決定戦も行う
●「新人戦」を改革
・ 高校とクラブの両方が参加する「トーナメント」で行う
・ 高校の１位と２位チームは「高校総体」に出場、３位と４位チ

ームは「関東大会」に出場
・ クラブの上位チームは「日本クラブユース（Ｕ−１８）選手権関東

大会」に出場
・ 将来的には、プリンスリーグ出場チームもここで決める → そ

の年の強いチームが参加する　
※ 年間を通じてＵ−１８リーグを経験し、かつセカンドチーム等の

試合を行ってきた指導者にとって、年度末に向けて開催される
新人戦こそ、その蓄積した能力を発揮する場と考える。

− この理想を妨げる課題 −
●「高円宮杯」と「プリンスリーグ」
・ 「高円宮杯」（Ｕ−１８）のあり方
 この年代の最高峰の大会であるならば、１月〜２月に開催され

ることが妥当ではないか
 → 少なくとも、「高校選手権」よりも後にすべきと考える
 「プリンスリーグ」を設けず、47 ＦＡの代表チームがトーナメ

ント（のみ）で「高円宮杯」を行う
 もしくは、クラブ８チーム、高校８チーム程度でのトーナメン

ト（のみ）で行う
 → 「プリンスリーグ」の廃止もしくは大会方式変更と「高円宮杯」

の大会そのものの形態を改める　
・ 「関東」よりも「県」大会の充実を　　
・ 「プリンスリーグ」は継続させるならば、ヨーロッパチャンピオ

ンズリーグ方式同様、平日の夜に開催する
 → ブリンスリーグに参加するチームは、週末の県リーグへの参

加を必須とする。また２部制の廃止
●主要全国大会出場チームの決め方〜「埼玉はこうする」
・ 新人戦の結果を、翌年度の大会に反映する（基本的にメンバー

は同じ）
・ 出場までの準備期間の確保する
 「高校選手権」出場チームを観ていると、11 月に決まった後、

１２月にかけて、選手たちは急速に伸びる → 大きな目標ができ、
意欲に満ちたトレーニングができるから

− もう１案 −
●まずは高体連加盟チームのみでのリーグ戦を行う
　現状として、２種クラブは３チームしかない。２種の主体は高

体連と言っても過言ではない。だからこそ、まずは高体連でスタ
ートさせて、様子を見てクラブを受け入れていく方法を提案する。
　先に提示したように、１０〜１６チームを１ブロックとして、年間
１８〜３０試合を行う。学校開催とし、トップチームの試合とは別に、
セカンドチームなどの試合も行うことを推奨する。各ブロックの
１位が集まり、決勝トーナメントを行い、高校選手権の県代表を
決定する。
●次に高体連上位５チームとクラブ３チームで「２種選手権大会」
を開催
　上記の決勝トーナメントにおいて、上位５位までを決定し、こ
の５チームとクラブの３チームでトーナメントを行い、これを「埼
玉県２種選手権大会」と称する。
　１２月以降にこの大会を行うことで、この年における本当の２種
の勝者を決め、SFAとして讃えたい。同時に高校選手権出場チー
ムにとっては、画期的な強化試合となることだろう。
　なお、クラブ数が増えた場合は、その出場チーム数の割合と参
加方法を別途検討する。基本的には、３日間、８チーム参加のト
ーナメントとしたい。また、決勝は埼玉スタジアム２○○２で行う。
※ プリンスリーグが残るのであれば、この２種選手権の１位が１
部、２位が２部に出場することとする（残留は認めない）。県代表
がそのまま高円宮杯に出場となれば、１位が出場することとする。
− 例えば３種での理想型 −
●県Ｕ−１５リーグから県３種選手権大会（トーナメント）、そして
高円宮杯へ
・ 中学校とクラブの両方が参加する
・ できるだけ、自分たちの学校（クラブ）のグラウンドを利用する
・ 同時にセカンドチームのリーグ戦も行う（トップチームと同じ

カードで）
・ １ブロック１２チーム（２２試合）、３９ブロックに分かれて行う。

１位チームが集まってトーナメントを戦う → 決勝は埼玉スタ
ジアム２○○２で開催

・ 優勝チームが「高円宮杯」に出場
　 中学校……「学校総体」地区予選は平日開催。週末にリーグ戦

を行うことは問題なし。県大会は７月末。
　 クラブ…… 「日本クラブユース（Ｕ−１５）選手権関東大会」予選

は廃止し、全国大会へ（後述） → まずは、県内のリーグ戦環境を
整えることが第一ではないか？

※ 当然ながら、全国大会の４チームリーグは廃止し、すべてトー
ナメントに

　理想としては、４月からリーグ戦を開始し、翌年１月に県３種
選手権（トーナメント）を行う。高円宮杯の関東予選は行わない。
そして、高円宮杯の本大会を２月〜３月へ移動することが望まし
いと考える。これにより、中学３年間、最後までサッカーができ
る環境を作ることができる。
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− 中体連に向けて −
●なぜリーグ戦なのか？
　従来のトーナメントだけの大会では、１試合負けるとそれで試
合が無くなってしまう。真剣試合を数多くこなすことが、人間と
しての成長にもつながると考えている。そのためには、トーナメ
ントだけではなく、リーグ戦という方法がいいと考えている。な
ぜならばトーナメントは順位を決める大会方法だが、リーグ戦は
人を育てる場だからだ。
　年間を通じた結果で得る成果を、ぜひ体感してほしいと願って
いる。
●人とサッカーを育てたい
　学校総体の予選次第では、１５歳という伸び盛りにもかかわらず、
多くの選手たちは早ければ６月末に“引退”を余儀なくされる。こ
れが、本当の「教育」なのだろうか。
　成長しようという場を取り上げてしまうことは、選択肢も与え
られないということでもある。「教育者」である教職員が顧問を務
める部活だからこそ、１５歳の最後の最後まで、部活を行うことで
生活面の安定もあり、人間教育の場を持ち続けることが大事だと
考える。
●この年代に“引退”という言葉はない
　ほとんど部の３年生は、夏を過ぎると“引退”となる。この年
代で“引退”という言葉が使われるのは寂しいことであり、あり得
ないことでもある。他の部と横並びになる必要性があるのか？　
サッカー部が先頭に立って“引退”を無くしてほしい。
　また、受験に関しては個人の問題だと考える。受験があっても、
サッカーがしたいという子供に対して、選択肢は残しておきたい。
なお、受験で３年生が抜けた後は、２年生、１年生が主体となっ
ても問題はない。
●新人戦に向けて
　「３年生がいたのでは、２年生の強化ができない」。しかし、そ
うだろうか。個々に求めることは違えども、チームとして求める
ことは大きく違わないはずだ。
　もしこのリーグ戦が実現されれば、セカンドチーム、サードチ
ームの試合も同日、同会場で行うことができる。これを続けるこ
とが、「強化」になることは間違いない。
　新人戦も中体連は平日も使っての開催。リーグ戦開催には大き
く影響ないと考える
※SFAは、Ｕ−１５リーグと新人戦としてＵ−１４リーグを同日、同
会場で行えばいいと考えている
− クラブに向けて −
●日本クラブユース（Ｕ−１５）選手権大会県予選について
　Ｕ−１５リーグを全県で行うのに際し、どのような県予選を行え
ばいいのか。すべてトーナメントで行えばいいと考えている。４
チームリーグなどは不要である。
　SFAとしては、土曜にリーグ、日曜に県予選という形にしても
らいたい。だから３種においての試合と試合の間隔は、敢えて２４
時間とした。基本的には土日のどちらかは休んでほしいと考えて
いるが、予選をすべてトーナメントで行えば、試合が進むごとに、
土日のどちらかが休みとなるチームが増えていくことだろう。
●埼玉県クラブユース（Ｕ−１５）選手権大会について
　発展的終了としたい。
　他県とは異なり、秋まで活動できるようにと県独自に「埼玉県
クラブユース(U−１５)選手権大会」を開催してきたことについては、
現状の中で「プレーヤーズ・ファースト」を考えていただいた結果
だと思う。敬意を表したい。
　だが、リーグ戦が始まれば、「秋までの活動」は約束される。いや、
１２月まで約束される。大会としての役目は終わると考えている。
− 関東リーグについて −
●関東リーグと県リーグ
　すでに関東協会主催でＵ−１５関東リーグが開催されていること
は、SFAとしても認識している。また同時に毎年のように、その

開催方法が変更されているということも認識している。まだまだ
徹底されていない、変化が可能であるという認識の下、以下のよ
うに考える。
１、Ｕ−１５埼玉県リーグへの参加について
　JFA主催である「高円宮杯（Ｕ−１５）」に出場希望チームは、必
ず県リーグに参加することとする。県内で勝ち抜いて全国大会へ
の出場を目指すこととする。なお、この強制力は全国中体連主催
の「全国中学校サッカー大会」、日本クラブユース連盟主催の「日
本クラブユース（Ｕ−１５）選手権大会」には及ばない。
２、関東リーグへの参加について
　関東リーグはヨーロッパチャンピオンズリーグのようなものだ
と考えている。だから、地元の県リーグに参加し、その結果で翌
年の関東リーグに参戦すべきだと考える。しかしSFAは、県リー
グ出場チームに対して、関東リーグ参加を日程を配慮し奨励しな
い。なぜならば、関東リーグに出場するチームは、同時に県リー
グにも参加することを必須とするからである。
　また、関東リーグが広大な一都七県で行われて移動負担が大き
いこと、SFA が考えるリーグ戦（学校を核にしたホーム＆アウェ
イ）ではないことから、この関東リーグの存在そのものに異議を
唱えたい。しかし、平日の夜に開催するのであれば、話は別であ
る（２種プリンスリーグも同様）。
− 全国大会について−
●高円宮杯
　ＪＦＡは、これが２種、３種ともに、種別において最高の大会
だと位置づけている。だからこそ、ＳＦＡとしても、この県予選
を SFAの種別選手権大会とし、県内の最高の大会と位置づける。
　しかしながら、最高の大会と位置づけながら、特に２種は「高
校選手権」の前に行っていることによって、その価値を下げてい
るのが現状である。また両種別とも、地域大会から全国大会につ
ながる期間が長く、さらには全国大会の期間も長いことにより、
県大会の期間が短く、選手たちの強化・育成につながっていない。
　そこで SFAは提案する。この大会を最高の大会と位置づけるた
めにも、県内の予選は年間を通じてのリーグ戦を行った上でトー
ナメントを行い、その勝者を全国大会に送り出す。そのためには、
１　関東大会の廃止
　　※ 原則として１都道府県１チーム出場とする。
２　高円宮杯本大会の日程の見直し
　　※ できるだけ年度末へ。また各連盟大会の後に設定する。

　以上のことを検討し、実現すべきと考えている。選手たちには、
中学、高校年代のそれぞれ３年間、しっかりサッカーと勉学に勤
しんでもらいたい。それが、選手たちの人間性・社会性を育む一
助となり、さらには日本サッカーの発展につながると信じている。
　関係者からの質問は、従来の大会日程の問題、受験などが挙が
った。これらについては近いうちに関係種別からのヒアリングを
行う予定だ。またこれらはあくまでも提案であり、決定ではない。
これ以上の提案を各種別から挙がることを期待している。また、
ＳＦＡミッション特別委員会でさらに検討し、現実可能と思われ
た案をＪＦＡへ提案する予定にしている。さらに日本のサッカー、
埼玉のサッカーをよくするために、埼玉から発信していきたいと
考えている。



No.50 2010.1.15 ●Wonderful Saitama

6 ●

決勝　西武台−市立浦和

順位

１

２

３

４

５

６

７

８

勝

１２

９

８

５

５

４

２

１

負

２

２

６

５

５

７

１０

９

分

０

３

０

４

４

３

２

４

得失点差

＋２７

＋２３

＋４

－１

－３

－１９

－２２

－８

勝点

３６

３０

２４

１９

１９

１５

８

７

チーム名

坂戸シティー

パイオニア川越

飯能セボジータス

アヴェントゥーラ川口

FC西武台

浦和レッズアマ

越谷FC

川口SC

埼玉県社会人リーグ１部
●全日程終了

大会記録●県内大会
１種・社会人

大学
埼玉県大学リーグ１部
●全日程終了

勝点

６

６

４

１

得点

５

６

４

３

失点

４

２

３

９

得失点差

＋１

＋４

＋１

－６

順位

１

２

３

４

上位リーグ

文教大学

城西大学

平成国際大学

埼玉県立大学

Aブロック

平成国際大

埼玉県立大

獨協大学

芝浦工業大

順位

１

２

３

４

得点

１８

１０

４

５

失点

３

８

１０

１６

得失差

＋１５

＋２

－６

－１１

勝点

９

６

１

１

Bブロック

城西大学

文教大学

埼玉工業大

東京理科大

順位

１

２

３

４

得点

２０

１０

３

２

失点

１

７

１４

１５

得失差

＋１９

＋３

－１１

－１３

勝点

９

６

３

０

２種・高校
第８８回全国高等学校サッカー選手権大会埼玉県大会　兼
埼玉県高校サッカー選手権
８月２２日〜１１月１５日　埼玉スタジアム２○○２他

※西武台高校は５年振り２度目の優勝

西武台

0
0

0

2

2

0

0

2

20

0

0

4

0

4

2

1

0

4

1

0

1

0

1

0

1

6

0

1

2

浦和東

武南

花咲徳栄

大宮東

本庄第一

西武文理

市立浦和

桶川

西武台

正智深谷

県陽

伊奈学園

昌平

大宮南

川越

浦和南

0-0
0-1

0-0
0-0

延長0-0
PK 4-1
0-0
0-0

延前1-0
延後1-0

0-0
0-0

延長0-0
PK 2-4

0-1
1-1

0-1
0-1

0-2
4-0

0-0
0-2

1-0
0-0

2-1
2-0

0-0
0-1

2-0
4-0

0-0
0-1

1-0
3-00-0

0-2

３種
第２回埼玉県ユース（Ｕ−１５）サッカーリーグ
●最終結果

順位

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

勝

５

５

４

４

４

４

４

３

２

１

分

３

１

３

３

２

１

１

１

２

１

負

１

３

２

２

３

４

４

５

５

７

勝点

１８

１６

１５

１５

１４

１３

１３

１０

８

４

得失点差

＋１７

＋１４

＋１１

＋８

＋７

－３

－３

－３

＋５

－５３

チーム名

GRANDE

FC深谷

ディプロマッツ

大宮FC

狭山Jr

武南Jr

HAN

草加Jr

クマガヤSC

常盤中学校

●総評　「西武台、５年ぶり２回目の優勝」
　県高体連技術委員　山口　豊（西武文理高校）

　８月２２日からスタートした「平成２１年度第８８回全国高等学校サッ
カー選手権大会埼玉県大会」は、１１月１５日に埼玉スタジアム２○○
２で開催された。２年連続の出場を狙う市立浦和高校と５年ぶりの
出場を狙う西武台高校の間で決勝が行われ、西武台が２−０で市立
浦和を下して優勝。全国高校選手権に出場する。
　２次予選以降の大会を振り返ってみると、ラウンド１６で優勝候補
同士である浦和東と武南が顔を合わせ、武南が姿を消す形になった
以外は、ほぼ実力のあるチームが上位に進出した。
　技術・戦術的に見ると、まず守備の堅さと攻守の切り替えの速さ
が上位に進出する条件であると思われる。攻撃面ではやみくもにノ
ールック・ノージャッジで放り込む場面は少なくなり、全体的には
パスをつないで攻撃を組み立てようとする姿勢が見られたが、ポゼ
ッションのみのチームと前に急ぎすぎてボールを失いやすいチーム
の両極端な傾向が見られた。どちらかに偏るのではなく、幅と厚み
を持ったポゼッションをし、隙があれば前にボールを入れるような
意図的な組み立て、つまりゴールに向かうためのポゼッションを忘
れないでほしい。その面では、西武台・市立浦和は優れていたと思う。
また上位に残ったチームには、ペナルティエリア内でゴールに向か
う強い個性を発揮できる選手がいた。
　守備面に目を向けると、全体的に個のディフェンス力が低い、ま
た守備に人数をかけ、ブロックを形成しながらゴールを守ろうとす
るチームが多かったが、ただ人数を揃えているだけでボール保持者
へのプレッシャーが甘く、余裕を持って攻撃される場面が多かった
ように思う。どこから奪いに行くのかを明確にし、後ろに無駄に余
らず相手に自由を与えずに、積極的にボールを奪いに行く姿勢が欲
しい。その面では西武台・市立浦和・浦和東は、奪う場所・奪い方
にはっきりとした意図を感じられた。
　ＧＫに目を向けるとビルドアップへ積極的に参加する選手が増え
てきたが、空いてから狙われているスペースにフィードしてしまう例
も少なくなかった。
　最後に西武台高校は２度目の高校選手権への出場となるが、攻撃
力の高さ・前戦からのプレスの利いた守備は全国でも通用すると思
う。あとはプレスをかいくぐられたときのディフェンスを改善し、活
躍してくれることを期待したい。

決勝　西武台−市立浦和

※文教大学が２５年ぶりに優勝、関東大学サッカー大会に出場。



No.50 2010.1.15 ●Wonderful Saitama

● 7

決勝　新座第二−入間野田

埼玉新聞社旗争奪第１８回埼玉県ユース（Ｕ−１５）サッカー選手権大会
兼　高円宮杯第２１回全日本ユース（Ｕ−１５）サッカー選手権大会
８月２９日〜１０月１７日

●第５代表決定戦

※優勝はクマガヤSC。第５代表までが関東大会に出場する

中学
平成２１年度新人体育大会　兼　第２２回県民総合体育大会　兼　
第１９回テレビ埼玉旗争奪サッカー大会
11月６日〜１５日　埼玉スタジアム2○○2他

※新座二中が優勝

　

大宮アルディージャ

クマガヤSC

カムイジュニアユース

コルージャ

KASUKABE

浦和レッズ

大宮フットボールクラブ

東松山ペレーニア

GRANDE

エステレーラ

1

2

3

3

1

0

4

3

4

0

4

1

4

1

2

0

0

3

クマガヤSC

GRANDE

新座第二

1

0

0

0

3

1

0

12

0

4

4

1

8

0

2

2

0

0

5

7

0

0

2

2

1

3

1

2

1

上尾

鶴ヶ島南

上里

さいたま白幡

伊奈

新座第二

さいたま原山

行田忍

新座

入間野田

さいたま尾間木

久喜

川口西

さいたま大原

埼玉栄

桶川西

前半1-1
後半0-0
延長0-0

再延長1-0

●平成２１年度埼玉県中学校新人体育大会　サッカーの部を振り返って
中体連サッカー専門部技術部長　小松　工 ( 新座市立第五中学校 )

　全ての試合を観る事ができたわけではないが、大会を振り返って
気になった点をあげてみたい。
　一つ目は、プレーの連続性がない事である。選手の判断か指導
者の指導なのかわからないが、攻撃においてはボールをはなしたら
止まってしまい関わろうとしない選手がほとんどで、数的優位をつ
くりだせる状況でも止まってしまうため DF の陣形が歪まない（崩
れない）。結果として個を「生かす」のではなく個に「頼り」きった
攻撃となり単調で得点につながらない場面が多く見られた。守備に
おいてはボールを奪われた選手の切り替えが遅く、ポジションのバ
ランスを崩してでも自分の失ったボールを奪い返そうとするプレー
があまり見られなかった。この二つの事は、新人戦の時期だからし
かたがないという問題ではない。日頃のトレーニングでこだわって

（意識して）おらず習慣化されていないのだろうと強く感じ、とても
驚いたとともに残念であった。
　話は変わるが、この年代の課題（問題）として攻守分業制が大き
く取り上げられて数年が経つ。それは、埼玉としても例外ではない
のだが、いっこうに改善される気配を感じないのは私だけであろう
か。ハードワークは一部の選手だけがしていればいいというわけで
はない。チーム全体が攻守にアグレッシブに関わり、ピッチの端か
ら端までをお互いが連動しながら縦横無尽に動き回る（ハードワー
クする）からこそ大きな意味があり、大きな力となるのだ。そうい
った意味では、ただ守っているだけの埼玉のＤＦの選手はとても楽
をしている。ＤＦの選手がハードワークではないこと、それこそが
攻守分業制になっている最大の原因であり、埼玉の大きな課題なの
だ。この年代のこの時期でトライもせずリスクも冒さず「勝つ為だけ」
や「一発勝負のトーナメントだから」という理由で選手の可能性を
引き出さないサッカー（指導）をしていくだけの大会になるのであ
れば、個人的には大会をなくしたほうが良いと思うし、大会のあり
方をもっと考えていくべきだと思う。

（※ 以上抜粋。全文は SFA ホームページからダウンロードしてください）

クラブ
第１９回埼玉県クラブユース（Ｕ−１５）サッカー選手権大会
９月２６日〜１１月２１日　熊谷スポーツ文化公園補助グラウンド他

※成立ゼブラが優勝

４種
第３８回埼玉県サッカー少年団中央大会
11月８日〜２８日　埼玉スタジアム第２グラウンド他

※江南南サッカー少年団が優勝。
　３連覇

女子
第１７回埼玉県女子サッカーリーグ１部
●全日程終了

　順位

１

２

３

４

５

６

７

８

勝点

４２

３１

２７

２２

１５

１２

１０

５

試合数

１４

１４

１４

１４

１４

１４

１４

１４

勝

１４

１０

９

７

５

３

３

１

分

０

１

０

１

０

３

１

２

負

０

３

５

６

９

８

１０

１１

得失差

＋８４

＋４８

＋３５

＋８

－３２

－４１

－３０

－７２

チーム名

武蔵丘短期大学

尚美学園大学

エルフェン・マリ

大東文化大学・楓

戸木南ボンバーズ

大宮FCエンジェルス

FC.JAM-G

SEフィリアFC

ゼブラ

狭山ジュニア 浦和レッズ

5

0

3

2

3

0

1

22

2

3

2

0

1

2

2

4

1

0

2

2

0

1

1

1

0

6

0

3

2

　草加Jr

KASUKABE

狭山ジュニア

武南ジュニア

ペレーニア

FCコルージャ

成立ゼブラ

三郷Jr

HAN FC

AC アスミ

大宮FC

ディプロ

GRANDE

浦和レッズ

エステレーラ

クマガヤSC

5

4
PK

10

9
PK

前半0-1
後半2-1

20
前半0-0
後半0-2

延長0-0
PK 5-4

豊春SC

大井少年SC

勝瀬ふじみ野SC

宮前SC

GETかみたのSS

所沢マッシュバッファローズ

吉川ホワイトシャークSSS

川越福原SCSS

大桑SSS

わらび錦SSS

上福岡少年少女SC

越谷サンシンSSS

江南南SS

旭SSS

FC宗岡

FC鶴ヶ島

江南南

1

2

1

2

2

0

3

42

1

0

0

3

0

2

0

2

0

1

1

1

2

0

2

0

2

0

6

0

7

6
PK

3

0
PK

0

第６回埼玉県女子Ｕ−１５リーグサッカー大会上位
●全日程終了

　順位

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

勝点

３０

２７

２２

１８

１８

１３

８

７

７

６

４

試合数

１０

１０

１０

１０

１０

１０

１０

１０

１０

１０

１０

勝

１０

９

７

６

６

４

２

２

２

１

１

分

０

０

１

０

０

１

２

１

１

３

１

負

０

１

２

４

４

５

６

７

７

６

８

得失差

＋３９

＋４６

＋２１

＋１０

＋７

－５

－１７

－１５

－２９

－２３

－３４

チーム名

浦和レッズJrユース

エルフェン狭山マリ

大宮エンジェルスU－１５

FC JAM-G

戸木南ボンバーズFC

白岡SCL

吉見エスカーラFC

越谷レディースF

FC熊谷女子

河内ジュベニール

パシールFC

決勝　江南南サッカー少年団−大井少年 SC
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第１回埼玉県女子サッカーＵ−１４（エイト）秋季リーグ
●第２ステージ
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シニア
シニア４０南部リーグ
●全日程終了

 
シニア４０北部リーグ
●全日程終了

チーム名

浦和

東春

NTT

越谷

川越

所沢

新明

与野

川口

パルス

八潮

蕨

鴻巣

大宮

戸田

順位

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

勝

１０

１０

９

９

８

６

５

５

４

３

４

３

２

２

０

分

４

２

２

２

１

５

４

３

５

７

３

３

４

３

２

負

０

２

３

３

５

３

５

６

５

４

７

８

８

９

１２

勝点

３４

３２

２９

２９

２５

２３

１９

１８

１７

１６

１５

１２

１０

９

２

チーム名

東松山OP

鳩山

秩父

本庄

児玉

行田

熊谷

深谷

東松山P

吉見

セントラル

寄居

小川

小鹿野

めぬま

順位

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

勝

１２

９

９

９

９

８

６

３

４

４

３

３

３

１

１

分

２

３

３

２

２

０

５

５

２

２

２

２

２

６

４

負

０

２

２

３

３

６

３

６

８

８

９

９

９

７

９

勝点

３８

３０

３０

２９

２９

２４

２３

１４

１４

１４

１１

１１

１１

９

７

シニア５０サッカーリーグ
●９月６日現在

チーム名

深谷

大宮

川口

熊谷

浦和

セントラル

蕨

東松山P

戸田

順位

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

勝

４

３

３

３

４

１

２

１

１

分

２

５

５

３

０

６

２

４

２

負

７

５

５

７

１０

７

９

９

１０

勝点

１４

１４

１４

１２

１２

９

８

７

５

チーム名

パルス

本庄

NTT

浦和市高

川越

与野

春越

所沢

鴻巣

順位

１

２

３

４

５

６

７

８

９

勝

１１

１０

１０

１０

８

６

６

５

４

分

２

２

２

１

３

６

４

５

６

負

１

２

２

３

２

２

４

３

４

勝点

３５

３２

３２

３１

２７

２４

２２

２０

１８

２００９年度埼玉県シニア６０リーグ
●全日程終了

ロイヤルリーグ
	 さくら　６勝４敗２分 けやき　４勝６敗２分

順位

１

２

３

４

勝

９

６

３

１

分

１

２

４

３

負

２

４

５

８

勝点

２８

２０

１３

６

得失点差

＋９

＋１０

－５

－１４

チーム名

パルス

ＦＦＣ

ポラリス

Ｇファイター

　順位

１

２

３

４

勝

１

１

１

０

分

２

２

１

１

負

０

０

１

２

勝点

５

５

４

１

得失点差

＋５

＋１

±０

－６

Aグループ

大宮U１３アレグリア（西部地区１位）

大宮U１３コラッジュ（西部地区２位）

白岡SCL（東部地区１位）

南部U－１２トレセン

順位

１

２

３

４

勝

３

２

１

０

分

０

０

０

０

負

０

１

２

３

勝点

９

６

３

０

得失点差

＋１４

＋４

－１

－１７

Bグループ

浦和レッズJr（南部地区２位）

大宮FCU－１４（南部地区１位）

FC熊谷女子（北部地区１位）

北部U－１２トレセン

　

　

埼玉県女子サッカー連盟３０周年記念
第２９回埼玉県女子サッカー大会
11月２２日、１２月６日　大島新田多目的グラウンド

※戸木南ボンバーズが２連覇

戸木南ボンバーズ

FC JAM-G

川越レディースFC

浦和ラッキーズ

上福岡女子SC

SEフィリアFC

三郷フェアリーズFC

大宮FCエンジェルス

12

1

0

1

5

2

5

1

0

4

0

3

2

0

1

6

3

0

3

1

0

5

0

7
戸木南ボンバーズ

第２１回埼玉県少女サッカー大会決勝トーナメント　兼　
第２２回関東女子サッカー大会埼玉県予選決勝トーナメント
１０月１７日、１８日　三郷市スカイパークサッカー場

※戸木南ボンバーズは２年連続８回目の優勝。準優勝の菁莪キッカーズと
ともに関東大会に出場する

第７回埼玉県シニアサッカー選手権大会（Ｏ−５０）兼
第９回全国シニア関東予選埼玉県予選
８月３０日、９月２０日、１１月２２日　古河スカイG・東松山リコーグラウンド

※NTTシニアが優勝

戸木南
ボンバーズ

0

2

0

4

5
1

4

1

0

0

0

0

5

2

1

0

4

0 1

0
0

6

6

0

0

3

5

0

0

2

TSガールズ

籠原女子サッカー

SC和光ベレーザ

菁莪キッカーズ

熊谷リリーズ

狭山アゼイリアFC

寄居女子SC

浦和ラッキーズFC

（西部第１代表）

（北部第４代表）

（南部第３代表）

（東部第２代表）

（北部第２代表）

（西部第３代表）

（北部第５代表）

（南部第１代表）

SEフィリアFC

上福岡少年少女S.C.

FC 熊谷女子

戸木南ボンバーズFC

川越女子Jr.SC

吉川Lキッカーズ

東大宮エンジェルス

吉見エスカーラFC

（東部第１代表）

（西部第４代表）

（北部第３代表）

（南部第２代表）

（西部第２代表）

（東部第３代表）

（南部第４代表）

（北部第１代表）

3

4
PK

NTT

2

0
0

0

1

0

0

1

30

30

2

0

1

0

0

2

0

1

0

2

1

1

0

3

0

2

0

2

与野

FC浦和

川越

熊谷

鴻巣

深谷

セントラル

市高シニア

川口

本庄

所沢

東松山

NTT

春越

大宮

戸田

蕨

パルス

2

2
0

0
0

0

2

4
PK

4

2
PK

1

3
PK

3

4
PK

2

4
PK

平成２１年度埼玉県高等学校女子サッカー選手権大会
９月１２日〜11月３日

　３位決定戦　　　　　　　久喜　５−１　川口総合
　５位決定戦　　　　　　埼玉栄　４−０　市立浦和
　７位決定戦　　　　　花咲徳栄　２−１　松山女子
※埼玉平成高校が優
勝。上位５校が１１
月の第５回関東高等
学校女子サッカー大
会へ出場する

1

7

1

0

6

0

0

12

0

7

3

01 1
6
3

3
1

2

5

0

1

1
5

1

本庄第一
山村学園
埼玉栄
浦和西

花咲徳栄
越ヶ谷

川口総合

久喜
浦和実業
松山女子
和光国際
市立浦和
庄和
埼玉平成

4

1
PK

前半1-1
後半0-0
延長0-0
PK 3-4

埼玉平成
4

5
PK

決勝　埼玉平成−本庄第一

決勝　NTT シニア−与野
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フットサル
第９回埼玉県フットサルリーグ１部
●２nd	上位リーグ

順位

１

２

３

４

勝

２

１

０

０

分

０

０

１

１

負

０

１

１

１

勝点

６

３

１

１

得失点差

＋３

＋３

－１

－５

チーム名

IMPERIO

坂戸龍門

ロクFC

烏天狗

　

大会記録●県外大会 （県関係抜粋）

１種・社会人
第１６回クラブチームサッカー選手権関東大会
９月１９日〜２２日　駒沢運動公園

１回戦　　　江南ブロッコリーズSA　０−４　Ｓ.Ｃ.相模原
※優勝はＳ.Ｃ.相模原

２００９	年	埼玉県総合体育大会（シニアの部）	兼　
日本スポーツマスターズ（0−４０）サッカー競技埼玉県予選
９月６日〜１１月２２日　東松山リコーグラウンド他

※川口シニアが優勝

川口

0

0

4

1

1

1

2

00

30

1

0

1

2

2

3

2

2

0

0

1

0

0

0

1

東松山OP

川口シニア

所沢バッカーズ

東春シニア

八潮シニア

越谷シニア

川越シニア

与野シニア

本庄アイベックス

新明SC

バモス鳩山

NTTシニア

行田GTD

吉見FC

児玉四十雀

FC浦和

　　0-0
延長0-0
PK4-3

1

1

3

1
PK

1

1

0

0

4

3
PK

4

2
PK

4

5
PK

4

3
PK

5

4
PK

大学
２００９年度第８３回関東大学サッカーリーグ戦・２部
●第２２節終了

２種
高円宮杯第２０回全日本ユース（U−１８）サッカー選手権大会
９月６日〜１０月１２日　埼玉スタジアム２○○２他

●グループリーグ

●決勝トーナメント
ベスト１６ 東京ヴェルディユース ０−１ 浦和レッズユース
準々決勝 浦和レッズユース ０−２ 横浜Ｆ・マリノスユース
※優勝は横浜Ｆ・マリノスユース

第４３回関東社会人サッカー大会
１１月７日〜１５日　韮崎中央公園陸上競技場他

１回戦 パイオニア川越 ０−２ 鹿島さわやかFC
 飯能セボジータス ４−０ 馬来田FC
 坂戸シティーFC ４−１ 宇都宮FC
 AVENTURA KAWAGUCHI ２−１ Ｔ.Ｆ.Ｓ.Ｃ
２回戦 飯能セボジータス １−３ 東京海上日動火災保険
 坂戸シティーFC １−１ 佐川コンピュータシステム
  （３PK５）

 AVENTURA KAWAGUCHI ２−０ 韮崎アストロス
※ 優勝は佐川コンピュータシステム。AVENTURA KAWAGUCHI は２
回戦終了後、失格。

第３７回関東自治体職員サッカー選手権大会
１０月２２日〜２５日　市原市八幡公園八幡球技場他

２回戦 さいたま市役所 １−０ 宇都宮市役所
準決勝 さいたま市役所 １−１ 北杜市役所
  （４PK５）

３位決定戦 さいたま市役所 ３−１ 川崎市役所
※優勝は東京消防庁

関東大学サッカー大会
１０月３１日〜１１月２２日

※昇格戦勝者の関東学院大学と國學院大学が関東大学リーグ２部に昇格
する

第６回埼玉県女子フットサルリーグ
●２nd	上位リーグ

PUMA	CUP	2009	第１５回全日本フットサル選手権大会埼玉県大会
９月２７日〜１２月１２日　春日部市立体育館他

※優勝したTZKは全国大会に出場

第１５回全日本ユース（Ｕ−１５）フットサル選手権大会埼玉県大会
７月１９日〜８月３０日　春日部市立体育館他

※優勝したA.C.アスミジュニアユースは、関東大会に出場

バーモンドカップ第１９回全日本少年フットサル大会埼玉県大会
９月５日〜１０月１１日　春日部市立庄和体育館他

※優勝した江南南サッカー少年団は、全国大会に出場
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3

1

6
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10
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1 3
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2

2

5

3
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TZK
F&F
KGS

IMPERIO
FCC Estrela

マカプ～
１FC川越水上公園

烏天狗
THOMAS
M.f
ロクFC
Collection
ra’pido
pal’u:wo

4

2
PK

4

2

5

5

3

2

2

4
PK

TZK

　

A.C.アスミジュニアユース

フォルチFC A

FC Cano

フォルチFC C

ロクFC

川越ブロス

6

1

4

3

6

4

2

1

0

4
A.C.アスミジュニアユース

パルジュニア
FCアビリスタ

Futsal Club BUBBLE Asaka
Futsal Club Cano A

FC アルコイリス
戸塚F.C.ジュニア

江南南サッカー少年団
プログレッソS.C.

FCロスエルマーノス
新座たけしのキッカーズ

江南南

 

3

4

2
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3

V.G.

7

2

7

3

2

7

2

6

2

4

0
1
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順位

１

２

３

４

勝

２

２

０

０

分

０

０

０

０

負

０

０

２

２

勝点

６

６

０

０

得失点差

＋５

＋４

－４

－５

チーム名

FFC Estrela NOVO

dolce da donna

CHU－BAR

武蔵浦和FC

　

チーム名

順天堂

拓殖

東京学芸

青山学院

日本体育

朝鮮大学

順位

１

２

３

４

５

６

勝

１７

１５

１３

１２

１２

１０

分

１

３

７

６

２

３

負

４

４

２

４

８

９

得失差

＋４０

＋２５

＋２０

＋２１

＋１２

＋１０

勝点

５２

４８

４６

４２

３８

３３

チーム名

尚美学園

桐蔭横浜

東京農業

東洋

上武

成蹊

順位

７

８

９

１０

１１

１２

勝

８

６

７

５

４

２

分

３

６

１

５

３

２

負

１１

１０

１４

１２

１５

１８

得失差

－１２

－４

－２２

－５

－３７

－４８

勝点

２７

２４

２２

２０

１５

８

順位

１

２

３

４

勝

２

２

２

０

分

０

０

０

０

負

１

１

１

３

勝点

６

６

６

０

得失点差

＋５

＋２

±０

－７

グループF

FC東京－１８

米子北高校

浦和レッズユース

静岡学園高校

　

２００９年度第１３回KCYリーグ	兼	Jユースカップ予選
７月１９日〜１１月３日　綾瀬スポーツセンター他

●１次リーグ　　　　　　　　　　　●２次リーグ

※ 優勝した横河武蔵野ＦＣはＪユースカップに出場。準優勝した三菱養
和ＳＣはプレーオフに出場する

チーム名

ACフツーロ

順位

１

分

０

勝点

９

得失差

＋３

負

１

勝

３

チーム名

ACフツーロ

順位

４

分

１

勝点

１

得失差

－１２

負

２

勝

０

３種
２００９関東ユース（Ｕ−１５）サッカーリーグ

※浦和レッズジュニアユースが優勝

順位

１

１２

勝

９

０

分

２

３

負

０

８

勝点

２９

３

得失点差

＋２８

－２０

チーム名

浦和レッドダイヤモンズJY

大宮アルディージャJY

　順位

３

勝

１

分

０

負

２

得失点差

＋１

勝点

３

チーム名

文教大学
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女子
プレナスなでしこリーグ
●ディビジョン１（全日程終了）

【表彰】
最優秀選手賞　安藤 梢（浦和）（２回目）
得点王　　　　安藤 梢（浦和）（２回目）
優勝監督賞　　村松 浩（浦和）（初）
ベストイレブン
・GK 山郷 のぞみ （浦和）（９回目）
・DF 矢野 喬子 （浦和）（３回目） 土橋 優貴　（浦和）（初）
・MF 庭田 亜樹子 （浦和）（初） 柳田 美幸　（浦和）（２回目）
・FW 安藤 梢 （浦和）（６回目） 北本 綾子　（浦和）（初）

●ディビジョン２（全日程終了）

【表彰】
最優秀選手賞　笠嶋 由恵（狭山）（初）

第１５回関東女子サッカーリーグ
●全日程終了

第５回関東高等学校女子サッカー大会
１１月１４日〜２２日　尚美学園大学サッカー場他

１回戦 川口総合 １−０ 高崎女子 埼玉栄 ２−１ 成田北
 埼玉平成 ０−０ 文京学院 久喜 ５−２ 湘南学院
  （２PK３）

 本庄第一 ９−０ 小山城南
２回戦 川口総合 １−８ 日本航空 埼玉栄 １−３ 宇都宮文星
 久喜 ０−２ 十文字 本庄第一 ２−１ 幕張総合
準々決勝 本庄第一 ２−２ 晴海総合  　
  （６PK７）

※日本航空が優勝

２００９年度高円宮杯	第２１回全日本ユース（U−１５）選手権大会
関東大会
１１月８日〜１５日　埼玉スタジアム第３他

●Aブロック	１回戦 浦和レッズ ３−１ ジェフ市原・千葉
  クマガヤSC ３−２ 前橋FC
 準決勝 浦和レッズ ２−０ 鹿島アントラーズノルテ
  クマガヤSC ２−２ 鹿島アントラーズ
   （４PK２）

 代表決定戦 浦和レッズ ２−０ クマガヤSC
●Cブロック	１回戦 FC KASUKABE １−３ FC古河
●Dブロック	１回戦 大宮アルディージャ ５−３ 図南ＳＣ群馬
 準決勝 大宮アルディージャ ０−１ ジェフ習志野
●Eブロック	１回戦 FC CORUJA ２−５ 横浜Ｆ・マリノス追浜
  GRANDE FC １−２ 三菱養和ＳＣ巣鴨
※浦和レッズジュニアユースが本大会に出場する

チーム名

浦和

ベレーザ

マリーゼ

INAC

順位

１

２

３

４

勝

１７

１３

１２

１１

分

３

４

２

４

負

１

４

７

６

得失差

＋４２

＋２８

＋９

＋２４

勝点

５４

４３

３８

３７

チーム名

JEFL

湯郷ベル

新潟L

FC高槻

順位

５

６

７

８

勝

７

５

５

０

分

１

６

５

３

負

１３

１０

１１

１８

得失差

－２８

－５

－１３

－５７

勝点

２２

２１

２０

３

チーム名

AS狭山

伊賀FC

福岡AN

清水第八

順位

１

２

３

４

勝

１７

１７

１６

６

分

１

０

１

７

負

３

４

４

８

得失差

＋６９

＋７１

＋７０

＋７

勝点

５２

５１

４９

２５

チーム名

大原学園

バニーズ

J鹿児島

R熊本

順位

５

６

７

８

勝

７

４

５

１

分

４

５

２

２

負

１０

１２

１４

１８

得失差

－１３

－３０

－３６

－１３８

勝点

２５

１７

１７

５

チーム名

日本体育大

FC PAF

東京女子体育大

横須賀シーガルズ

順位

５

６

７

８

勝

６

４

２

０

分

２

１

１

０

負

６

９

１１

１４

得失差

＋１０

－６

－３８

－７６

勝点

２０

１３

７

０

チーム名

早稲田大

日テレ・メニーナ

浦和レッズJr.L

神奈川大

順位

１

２

３

４

勝

１２

１１

１０

７

分

０

０

１

３

負

２

３

３

４

得失差

＋４１

＋４０

＋１９

＋１０

勝点

３６

３３

３１

２４

シニア
第５回関東シニア６０・６５・７０サッカー埼玉大会
１０月１２日　熊谷文化スポーツ公園陸上競技場

O−６０ けやき ２−０ 群馬 けやき １−０ 神奈川
 さくら １−２ 千葉 さくら ０−１ 茨城
O−６５ さくら ３−０ 群馬 けやき ０−１ 山梨
 けやき ０−４ 千葉 さくら ２−１ 栃木
O−７０ 埼玉 ３−１ 千葉 埼玉 ２−０ 湘南

第９回関東六十雀サッカー大会
１０月３１日、１１月１日　那須スポーツパーク

　　埼玉　２−０　神奈川　　　埼玉　１−０　千葉

第４回関東シニアサッカー選手権（Ｏ−６０）
１１月１４日、１５日　ひたちなか総合運動公園

●順位決定戦	決勝
 埼玉シニア６０ ３（０−１）（３−０）１ 千葉四十雀サッカー６０

第２２回関東少女サッカー大会
１１月２８日、２９日　リコー東松山サッカー場

●予選リーグ

ブロック・順位

Aグループ・３位

Dグループ・２位

勝点

１

１

負

１

１

分

１

１

勝

０

０

得失点差

－１

－２

チーム名

戸木南ボンバーズFC

菁莪キッカーズ

順位

１

勝

２

分

１

負

０

勝点

７

得失点差

＋６

A 組

埼玉シニア６０

　

第３回関東シニアサッカー選手権大会（Ｏ−５０）
１１月２８日、２９日　古河スカイグラウンド

※優勝はFC前橋５０

第３回関東シニアサッカー選手権大会（Ｏ−４０）
１１月２８日、２９日　昭和町押原公園サッカー場

※優勝は山梨スーパーマスターズ

順位

３

勝

１

分

１

負

１

勝点

４

得失点差

±０

B 組

NTTシニア

　

順位

４

勝

０

分

０

負

３

勝点

０

得失点差

－１５

A 組

東松山オールドパワーズ

　

第１５回全日本ユース（Ｕ−１５）フットサル大会関東大会
１１月２１日、２２日　小瀬スポーツ公園体育館

※優勝は malva mito fc

第６回全日本女子フットサル選手権大会関東大会
９月１９日、２０日　くまがやドーム

※優勝はFUNフットサルクラブLadies

全国ビーチサッカー大会２００９関東大会
９月５日　ひたちなか市阿字ヶ浦海岸

※優勝した東京レキオスBSが全国大会へ出場

順位

２

勝

１

分

０

負

１

勝点

３

得失点差

＋１

Cブロック

A.Cアスミジュニアユース

　

ブロック・順位

Aブロック・３位

Dブロック・３位

勝点

０

０

負

２

２

分

０

０

勝

０

０

得失点差

－９

－９

チーム名

FFC Estrela NOVO 埼玉

dolce da donna

　順位

２

勝

７

負

３

分

１

勝点

２２

得失点差

＋２０

チーム名

Iwatsuki Futsal Club/tzk

順位

３

勝

０

分

０

負

２

勝点

０

得失点差

－１３

Dブロック

If.Levante

　

フットサル
関東フットサルリーグ１部
●第１４節終了時点

関東フットサルリーグ２部
●第１３節終了時点

　順位

４

勝

６

負

５

分

３

勝点

２１

得失点差

＋３

チーム名

Artista 埼玉

●５〜８位決定トーナメント
　 菁莪キッカーズ １−２ 市川FCレディース
　 菁莪キッカーズ ０−２ 河内SCジュベニール
●９〜１２位決定トーナメント
　 戸木南ボンバーズ １−０ 古河なでしこFC
　 戸木南ボンバーズ ２−０ つくばFCガールズ
※菁莪キッカーズが８位、戸木南ボンバーズは９位。優勝はバディＦＣ
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大会記録●トレセン・選抜
３種
関東Ｕ−１５トレセンリーグ
●Aリーグ

●順位決定戦 （Aリーグ２位）埼玉県TC ２−０ 千葉県TC（Bリーグ２位）

関東Ｕ−１４トレセン交流戦

関東Ｕ−１３トレセン交流戦

女子
第６回関東女子Ｕ−１５トレセンリーグ ●第４節終了時点

第７回関東女子Ｕ−１２トレセンリーグ●第４節終了時点　順位

２

勝

２

分

０

負

１

勝点

６

得失点差

＋２

チーム名

埼玉県トレセン

フットサル
第１回全日本女子ユース（Ｕ−１５）フットサル大会関東予選
１１月２１日、２２日　小瀬スポーツ公園体育館

※優勝した埼玉県Ｕ−１５女子フットサル選抜チームが全国大会に出場する

　順位

１

勝

４

分

０

負

２

勝点

１２

得失点差

＋１６

チーム名

埼玉県トレセン

　　組 ・順位

３組・２位

６組・１位

勝

２

３

分

０

０

負

１

０

勝点

６

９

得失点差

＋２

＋８

チーム名

埼玉U－１２DX

埼玉U－１２SP

　　組 ・順位

A組・３位

D組・３位

勝

０

０

分

０

１

負

２

１

勝点

０

１

得失点差

－８

－１

チーム名

埼玉U－１２DX

埼玉U－１２SP

　　組 ・順位

３組・２位

６組・１位

勝

２

３

分

０

０

負

１

０

勝点

６

９

得失点差

＋２

＋８

チーム名

埼玉U－１２DX

埼玉U－１２SP

　　組 ・順位

A組・３位

D組・３位

勝

０

０

分

０

１

負

２

１

勝点

０

１

得失点差

－８

－１

チーム名

埼玉U－１２DX

埼玉U－１２SP

　順位

１

勝

４

分

０

負

０

勝点

１２

得失点差

＋２０

チーム名

埼玉県

シニア
ねんりんピック北海道・札幌２００９	サッカー交流大会
９月６日、７日　札幌ドーム他

審判委員会より
●「２００９年度、サッカー１級審判員２名誕生」
　４月から行われていた「２００９年度サッカー１級審判員認定試験」
において、１次、２次、そして３次試験を経て、本県より２名が１級審判
員として認定されました。お二人の今後の活躍に期待いたします。
【中村　太】３１歳
①経　　歴／さいたま市立大宮南中学校⇒開智高等学校
　　　　　　⇒順天堂大学⇒三郷北高等学校教諭
②審判経歴／２００５年　２級審判員取得
③今後の抱負／「今回１級を取得できたのは、自分ひ
とりの力ではなく、これまで支えてくださった多くの方々のお陰で
す。特に埼玉県サッカー協会審判委員会の皆様には、審判を始め
た時から、様々なサポートをしていただきました。心から感謝し
ています。」
【金井　清一】２７歳
①経　　歴／草加市立松江中学校⇒越谷南高等学校⇒　
　　　　　　日本体育大学⇒草加市立草加中学校教諭
②審判経歴／２００３年　２級審判員取得
③今後の抱負／「１級審判員として合格したことに満
足するのではなく、一つでも上のカテゴリで笛を吹くことを目標に
取り組んでいきたいと思います。また、ここまで育てていただいた、
関東・埼玉県サッカー協会に感謝の気持ちを持って、自分の経験
してきたことを少しでも還元していきたいと考えております。」

■訃報
小川永臣（ひさたか）氏　享年６５歳（７月１９日死去）。
電電関東サッカー部のＭＦとして、また監督として活躍。近年におい
ては県社会人連盟の強化担当として、その手腕を発揮された。
高林　隆氏　享年７８歳（１２月２７日死去）。
春日部高校から立教大学に進み、田辺製薬でも活躍。日本代表として
国際Ａマッチ９試合２得点。メルボルン五輪にも出場。
※ ご冥福をお祈りいたします。

技術委員会より
●２種・３種指導者講習会開催
　１２月４日、浦和東高校において、指導者としての資質向上を
目指した「２種・３種指導者講習会」が開催された。２度目とな
る今回は中学の県総体準々決勝２試合（埼玉栄 vs 吉川東、蕨二
中 vs 与野東）、高校総体２試合（浦和東 vs 久御山、浦和南 vs
草津東）、そして県高校選手権予選準決勝の２試合（西武台 vs
浦和東、市立浦和 vs 浦和南）を分析した。
　３種から笹川智久・中体連技術副委員長が

「プレーのスピードが遅い。考えるスピード
も遅い。それは攻守において周りが見えて
いないからだ」と指摘。クラブとの差が大
きいことから中体連でプロジェクトを立ち上
げたという報告があった。
　選手権予選での戦い方について、池田一
義・市立浦和監督は「自分たちでボールを動かしながらのサッカ
ーが面白くなると思う」とし、「西武台は魅力的なサッカーを目
指してほしい」とエールを送った。
　守屋保・西武台高校監督は「足りないところは遠慮なく言って
ほしい。春先から『ボールをどう動かすのか』『ボールをいつ出す
のか』などをテーマにしながら、市立浦和との試合ではキックボ

ールになってしまった。本大会に向けては、
徹底してゲームを支配できるよう取り組んで
いきたい」と本大会への意気込みを語った。
　相対的に、高体連ではつなぐ意識が高く
なったことで「ワンプレーの時間が長くなっ
た」（小林武・技術委員長）という成長が感
じられている。最後に野崎正治・技術副委
員長からは「こだわりを持って指導すれば、

イヤらしいチームになるのでは。相手から『やりたくない』と思
われるようなチームになってほしい」と参加者へのアドバイスを
送った。
　なお、３月２２日の１４時から技術委員会主催で「カンファレンス

（仮称）」を、東松山中央公民館にて開催する。メインテーマとは
別に、今回の話も触れたいと考えている。詳細は決定次第、ホ
ームページに掲載する。
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１

勝

３

分

０

負

０

勝点

９

得失点差

＋１２

チーム名

埼玉県U－１５女子選抜

　

第２２回スポレク宮崎
１０月１７日〜２０日　宮崎県西都市

※埼玉はＧグループで１位

ブロック・順位

Bブロック・１位

Dブロック・３位
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５

２
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１

分

２
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１
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＋２

－１

チーム名

パルスフットボールクラブ

埼玉シニア６０
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２
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－４

チーム名

埼玉県トレセン
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５
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１

分

０

負

３

勝点

３

得失点差

－６

チーム名

埼玉県トレセン

●決勝リーグ

４種
第２０回関東選抜少年サッカー大会
●予選リーグ

第１４回首都圏少女交流大会
９月２３日　駒沢第２球技場

１回戦 埼玉Ｕ−１２トレセン ２−０ 群馬トレセンＵ−１２
準決勝 埼玉Ｕ−１２トレセン ４−１ 千葉フェニックス
決勝 埼玉Ｕ−１２トレセン ０−１ 神奈川Ｕ−１２「山ゆり」
  （延長）

※優勝は神奈川Ｕ−１２「山ゆり」
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● SFA NEWS が発刊５０号を迎えた。
　私の手元にある資料によると、平成３年に

「埼玉サッカー会報」（Ｂ５版）が発刊され、平
成４年に「サッカーニュース埼玉」（Ａ３版毎月
発行）と名称変更され、現在のスタイル（Ａ４
版）は平成９年からで２号からカラー刷りとな
った。
　協会創設が１９４６年であることからこれ以前
にも当然広報誌が発行されていたと思われる
が、残念ながら記録が見あたらない。
　情報化社会にあって紙ベースでの情報発信
に気後れする感もあるが、協会ホームページ
の速報性に対し、記録性という特性を充分生
かし次の世代に実りある記録を残していきた
い。（今回は広報委員長として、髙橋）
●明けましておめでとうございます。今年はワ

権大会の準決勝と決勝が埼玉スタジアムで開
催され、SFA スタッフは全員出動となりまし
た。４月に SFA に勤務してから現場での経験
は始めてなので、お荷物にならないよう頑張
りたいと思います。１年間の経験を持ち寄っ
たたくさんの方の交流を拝見できるのが楽し
みです。もしかしたら２０１８年のワールドカッ
プはこの子たちの中から……。（森山）
●冬の風物詩である全国高校サッカー選手権
に母校が出場しました！高校を卒業して 5 年
が経ちますが、母校が大舞台に出場できると
いうことは OB として嬉しいことですね。自分
も後輩に負けずに頑張ります！( 佐々木 )
●「今を戦えない者に次とか来年とかを言う
資格はない」ロベルト・バッジョ。資格はとも
かく、来年も宜しくお願いします。（栗島）

ールドカップイヤー。日本代表の活躍に期待し
たいと思います。（坂庭）
●先日、日光と京都を旅行しました。どちら
も修学旅行で訪れた場所……でも、それぞれ
の良さが今になって少しわかってきたような気
がします。（こいち）
●年の瀬も迫り、慌ただしさも寒さも急に増
してきた気がします。流れるままに過ぎてしま
ったこの1年でしたが、今年は課題と反省を
持って、公私共に向上できるよう「日々勉強！」
として臨みたいですね〜。（かのう）
●ランニングをスタートして数カ月。徐々に身
体が軽く感じてきて「楽しい！」という時に人
生初の肉離れ……この時期のアップは入念に
しましょう。（小豆澤）
●１２月２３日に第３回埼玉県第４種リーグ選手

インフォメーション
●東松山リコー研修所宿泊について
　東松山リコーグラウンドを利用される皆さんにお知らせです。
宿泊される場合、部屋での喫煙は全面的に禁止となりました。ル
ールを守っていただきますよう、お願いします。

●「NTT関東サッカー部」創部４０周年記念事業「混成スペシャル
マッチ」開催
　１１月２８日、Ｊ１最終節の試合前に、NTT関東サッカー部OB 選
手と大宮アルディージャOB選手による「混成スペシャルマッチ」
が開催されました。
　これは、電電埼玉選抜チーム（以後電電関東、NTT関東へと続く）
が旧浦和市で活動し始めて４０年を記念して行われたものです。埼
玉出身の元選手も多く、懐かしい顔が揃いました。

●「ＳＦＡタウンミーティング in西部」開催
　１０月３日、所沢市ミューズホールにお
いて、「SFAタウンミーティング in 西部」
が開催された。内容は、横山専務理事か
らの SFAミッションの考え方と現状の
プレゼンが行われた。質疑応答の後、横
山専務理事から「常々、埼玉のサッカー
のうねりが、総合的には西部が中心にな
ってきていると思っている。活発であり、
成果も出て、選手も出てきている。また前向きに取り組んでいただ
いている。このうねりを止めずに、将来の日本のサッカーはここ西
部から変わると思っている。今後ともよろしくお願いします」と
の挨拶があった。今回企画していただいた西部連絡協議会・吉田
英三郎会長、宮崎幹夫理事長、所沢市協会の皆さん、そしてご多
忙にもかかわらずご参加いただいた皆さんに感謝を申し上げます。
　今後も、タウンミーティングの開催は積極的に行っていきたい
と思っています。市町協会単位、連盟単位でも構いませんので、
事務局までご連絡ください。

●JFAキッズ（Ｕ−６）サッカー
フェスティバル２００９
　１１月３日、埼玉スタジアム第
３グラウンドにて本年度２回目
となる「JFA キッズ（Ｕ−６）サ
ッカーフェスティバル２００９」が
開催されました。対象は６歳以

下。インフルエンザの影響もあり、急遽参加できなかったチーム
が数チームありましたが、５８チーム約１,０００人の子供たちは芝生
の上で元気にサッカーを楽しんでくれました。
　最後に、スタッフとして手伝ってくれた埼玉県立大学サッカー
部、平成国際大学サッカー部の皆さん、ありがとうございました。

●祝「埼玉県女子サッカー連盟創立３０周年記念式典」開催
　連盟創立３０周年記念式典が１２月１３日

（日）午後２時３０分から浦和ワシントン
ホテルにて６３名が出席して盛大に開催
されました。
　記念式典では、長瀬理事長の挨拶に始
まり、石澤君男・故長南靖二・神山富美
子氏三名に功労賞表彰が続き、東京都協
会と栃木県協会の女子委員長、そして
SFA高橋事務局長の祝辞の後、懇談と
なりました。
　連盟は１９７９年に５チームにより第１回大会が開催され、２年
後の１９８１年に連盟が創立され、このたび３０周年を迎えました。
益々の発展を願っております。

●「２００９年度JFAスポーツマネジャーズカレッジサテライト講
座・SFA共同講座」「SFA公開講座」開催
　ＳＦＡでは２年目を迎えるサテライト講座ですが、今年度も他県
ではないＳＦＡ独自の公開講座と財務講座を加えて開催する事に
なりました。一人ひとりの手で、まずは埼玉からより豊かなスポー
ツ・社会環境を創っていけるよう、多くの方に受講していただけ
れ ば 幸 いで す。２０１０年１月２９日（金）までに「受講申込書」をご提
出下さい。詳細については、SFAのホームページをご参照ください。

＜基本講座＞ ●SMC サテライト講座・SFA 共同講座
　　　　　　　 ※SFA 公開講座含む
日　　程： ２０１０年２月７日（日）・２０日（土）・２１日（日）・
　　　　　　　　　　　２７日（土）・２８日（日）
定　　員： ３０名程度 / 受講料：４２,０００円（公開講座受講料含む）

＜特別講座＞ ● SFA 公開講座
日　　程： ２０１０年２月７日（日）
会　　場： 浦和コミュニティーセンター 第１５集会室
　　　　　（浦和パルコ９Ｆ）
テ ー マ： 国内におけるサッカービジネスの現状
講　　師： 株式会社電通 サッカー事業局プロジェクト・マネー　
　　　　　ジャー 平野 宣行 氏
時　　間： 受付９：３０〜 、講義１０：００〜 （約９０分間）
定　　員： ８０名 ／ 受講料：２,０００円 ※先着順
そ の 他： JFA公認Ｃ級指導者ライセンス保持者には、リフレッ
　　　　　シュポイント５が付与されます。

c １９９８.N.O.ARDIJA

写真提供：オールスポーツコミュニティ
http://allsports.jp/




